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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第24期
第３四半期
連結累計期間

第25期
第３四半期
連結累計期間

第24期

会計期間
自　2018年１月１日
至　2018年９月30日

自　2019年１月１日
至　2019年９月30日

自　2018年１月１日
至　2018年12月31日

売上高 （百万円） 3,640 4,201 6,054

経常利益 （百万円） 156 365 488

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（百万円） 101 245 329

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 101 245 329

純資産額 （百万円） 2,408 2,729 2,636

総資産額 （百万円） 6,925 8,546 6,849

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 8.90 21.62 29.04

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 8.87 21.61 28.92

自己資本比率 （％） 34.4 31.6 38.1

 

回次
第24期
第３四半期
連結会計期間

第25期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2018年７月１日
至　2018年９月30日

自　2019年７月１日
至　2019年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 2.74 10.55

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

なお、第１四半期連結累計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況１　

四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。
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２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）財政状態及び経営成績の状況

①　経営成績

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、消費増税の影響が懸念されるものの、雇用・所得環境の改善

が継続するなど、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、米国・中国の通商政策の動向や英国のＥ

Ｕ離脱に関する協議など、海外経済の不確実性が引き続き存在し、景気の先行きは不透明な状況となっておりま

す。

不動産関連業界におきましては、投機を目的とした不動産に対する不正融資や施工不良問題などが発生した一方

で、住宅ローン金利は引き続き低位で推移しており、実需の住宅取引は安定的に推移いたしました。なお、公益社

団法人近畿圏不動産流通機構（近畿レインズ）によりますと、当社グループの主要な営業エリアである兵庫県・大

阪府における中古住宅の取扱件数は前年同期比3.7％増加いたしました。

このような経営環境のなかで当社グループにおきましては、フィービジネスとリフォームの連携強化（収益面）

と開発分譲事業の推進（事業規模の拡大）など、ワンストップ体制のシナジー最大化戦略に注力することで、持続

的成長と高収益な事業基盤の実現を目指してまいりました。

まず、2019年１月に藤が丘営業所を開設したことや自社サイトをはじめとしたネット集客の強化などが奏功し、

住宅を購入されるお客様の来店件数が前年同期比12.0％増加（関西圏：同6.2％増、中部圏：83.8％増）いたしま

した。これにより、ワンストップサービスの販売機会が増加した結果、「中古住宅×リフォーム×ＦＰ」の取扱件

数も増加いたしました。また、流通店舗に集まる売却情報を活用するなど、開発物件を積極的に仕入れた結果、開

発分譲事業のたな卸資産が前期末と比べて33.5％増加いたしました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高4,201百万円（前期同期比15.4％増）、営業利

益381百万円（同123.2％増）、経常利益365百万円（同134.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益245百万

円（同142.8％増）となりました。

 

報告セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

 

流通事業におきましては、事業間シナジーの基軸として各種連携に取り組んだ結果、中古住宅の取扱件数が前年

同期比25.6％増加したことに伴い、「中古住宅×リフォーム」の請負契約件数も同6.6％増加いたしました。ま

た、来店成約率が同1.1ポイント改善したことや取扱単価の上昇などにより、営業利益率が同4.7ポイント向上いた

しました。この結果、売上高は1,017百万円（前期同期比23.8％増）、営業利益は304百万円（同46.9％増）となり

ました。

リフォーム事業におきましては、流通店舗に来店されたお客様に対して、住宅購入の検討段階から積極的にリ

フォームを提案する営業戦術が奏功するなど、引渡件数が前年同期比32.6％増加いたしました。また、第３四半期

末の受注残高415百万円（同41.3％減）は、工事完成次第、順次引渡しを行ってまいります。この結果、売上高は

1,365百万円（前年同期比38.5％増）、営業利益は265百万円（同52.5％増）となりました。

開発分譲事業におきましては、期中に販売が可能な物件の仕入れと第４四半期に販売を予定している兵庫県宝塚

市（3,943.48㎡）の戸建プロジェクトなどの物件企画や販促戦略の立案に注力いたしました。また、流通店舗に集

まる売却情報を活かした相対取引により、適正価格での仕入れを実現し、事業収支が改善いたしました。この結

果、売上高は1,625百万円（前年同期比8.7％減）、営業利益は86百万円（同76.1％増）となりました。

賃貸事業におきましては、兵庫県宝塚市にある本社ビルに近接した駅前複合施設と立体駐車場を取得し、地域交

流イベントの開催を通じて、地域社会との関係強化を図るなど、新たな土地情報の取得ルートの構築に努めまし

た。また、老舗の料理旅館をシェアハウスにリノベーションした「ダイバーシティ甲陽園」の入居率は80％程度で

推移いたしました。この結果、売上高は84百万円（前年同期比393.7％増）、営業損失は２百万円（同営業利益７

百万円）となりました。

不動産取引派生事業におきましては、流通事業の成約件数増加に伴い、住宅ローン事務代行が前年同期比34.4％

増加したことや損害保険の代理店手数料が同32.1％増加するなど、ＦＰ業務の売上高が前年同期比12.4％増加いた

しました。一方で、受託販売事業の縮小に伴い、広告制作業務の売上高が同73.0％減少いたしました。この結果、

売上高は100百万円（前年同期比2.9％減）、営業利益は58百万円（同21.4％増）となりました。

その他の事業におきましては、中古住宅・リフォーム市場の拡大を目的に、不動産業界のミドルマーケットに対

して、事業戦略や人材戦略などのソリューションを提供するなど、コンサルティング業務の売上高が前年同期比

43.2％増加いたしました。また、大阪大学・神戸大学合格専門塾「志信館」においては、新規入塾生の募集と受験

に向けた夏合宿に取り組みました。この結果、売上高は122百万円（前年同期比36.1％増）、営業利益は21百万円

（同1,508.6％増）となりました。
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②　財政状態

　(資産)

　当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末より1,696百万円増加し、8,546百万円とな

りました。

　流動資産は、前連結会計年度末より403百万円増加し、5,185百万円となりました。主な要因といたしましては、

販売用物件の取得等によりたな卸資産（販売用不動産及び未成工事支出金等）が805百万円、その他(流動資産)が

106百万円、並びに受取手形及び売掛金が64百万円それぞれ増加した一方で、仕入債務の支払い等により現金及び

預金が573百万円減少したことによるものであります。

　固定資産は、前連結会計年度末より1,294百万円増加し、3,361百万円となりました。主な要因といたしまして

は、駅前複合施設と立体駐車場の取得（信託受益権）及び中部圏における出店用地の取得等により有形固定資産が

1,230百万円、投資その他の資産が61百万円それぞれ増加したことによるものであります。

 

(負債)

　当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末より1,604百万円増加し、5,817百万円とな

りました。

　流動負債は、前連結会計年度末より489百万円増加し、3,710百万円となりました。主な要因といたしましては、

販売用物件の仕入資金等として短期借入金が350百万円並びに１年内返済予定の長期借入金が87百万円、その他

（流動負債）が76百万円それぞれ増加した一方で、未払法人税等が42百万円減少したことによるものであります。

　固定負債は、前連結会計年度末より1,115百万円増加し、2,107百万円となりました。これは、駅前複合施設と立

体駐車場の取得（信託受益権）資金及び中部圏における出店用地の取得資金等として長期借入金が増加したことに

よるものであります。

 

(純資産)

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末より92百万円増加し、2,729百万円とな

りました。主な要因といたしましては、親会社株主に帰属する四半期純利益を245百万円計上した一方で、2018年

12月期の期末配当金を153百万円実施したことによるものであります。

 

（２）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2019年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2019年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,345,000 11,345,000
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数
100株

計 11,345,000 11,345,000 － －

　（注）「提出日現在発行数」欄には、2019年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減
額（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2019年７月１日～
2019年９月30日

－ 11,345,000 － 277 － 198

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2019年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

2019年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 11,343,200 113,432 －

単元未満株式 普通株式 1,800 － －

発行済株式総数  11,345,000 － －

総株主の議決権 － 113,432 －

（注）単元未満株式には、当社所有の自己株式66株が含まれております。

 

②【自己株式等】

2019年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

代表取締役社長 代表取締役 坂根　勝幸 2019年４月22日

取締役 代表取締役 友野　泉 2019年４月22日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2019年７月１日から

2019年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年１月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2018年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,687 1,114

受取手形及び売掛金 446 510

販売用不動産 862 1,042

未成工事支出金 1,677 2,303

未成業務支出金 － 0

その他 108 214

流動資産合計 4,782 5,185

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 829 830

土地 1,367 1,521

信託建物 － 527

信託土地 － 600

その他 100 98

減価償却累計額 △412 △463

有形固定資産合計 1,884 3,115

無形固定資産   

その他 10 11

無形固定資産合計 10 11

投資その他の資産 172 234

固定資産合計 2,067 3,361

繰延資産 0 －

資産合計 6,849 8,546

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 233 247

短期借入金 2,272 2,622

1年内返済予定の長期借入金 300 388

未払法人税等 115 72

引当金 － 4

その他 298 375

流動負債合計 3,220 3,710

固定負債   

長期借入金 991 2,107

その他 0 －

固定負債合計 992 2,107

負債合計 4,212 5,817

純資産の部   

株主資本   

資本金 277 277

資本剰余金 198 198

利益剰余金 2,132 2,224

自己株式 △0 △0

株主資本合計 2,608 2,700

新株予約権 28 28

純資産合計 2,636 2,729

負債純資産合計 6,849 8,546
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2018年１月１日
　至　2018年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年１月１日
　至　2019年９月30日)

売上高 3,640 4,201

売上原価 3,086 3,394

売上総利益 553 806

販売費及び一般管理費 382 424

営業利益 171 381

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 0 0

受取保険金 1 6

受取家賃 0 3

その他 1 3

営業外収益合計 3 13

営業外費用   

支払利息 16 23

その他 1 6

営業外費用合計 18 29

経常利益 156 365

税金等調整前四半期純利益 156 365

法人税、住民税及び事業税 69 135

法人税等調整額 △14 △14

法人税等合計 55 120

四半期純利益 101 245

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 101 245
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2018年１月１日
　至　2018年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年１月１日
　至　2019年９月30日)

四半期純利益 101 245

四半期包括利益 101 245

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 101 245
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　当社グループにおいては、事業資金の効率的な調達を行うため取引銀行７行と当座貸越契約を締結しておりま

す。これら契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 前連結会計年度
（2018年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2019年９月30日）

当座貸越極度額の総額 1,620百万円 2,020百万円

借入実行残高 709 816

差引額 910 1,203

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2018年１月１日
　至　2018年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2019年１月１日
　至　2019年９月30日）

　減価償却費 32百万円 56百万円

　のれんの償却額 2 －

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2018年１月１日　至2018年９月30日）

　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年３月29日
定時株主総会

普通株式 147 13.00 2017年12月31日 2018年３月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2019年１月１日　至2019年９月30日）

　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年３月28日
定時株主総会

普通株式 153 13.50 2018年12月31日 2019年３月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 2018年１月１日　至 2018年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

         （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３ 流通

リフォー
ム

開発分譲 賃貸
不動産
取引派生

計

売上高           

外部顧客への売上高 702 948 1,779 17 103 3,550 89 3,640 - 3,640

セグメント間の内部売上

高又は振替高
119 37 - - - 156 0 157 △157 -

計 821 985 1,779 17 103 3,707 90 3,798 △157 3,640

セグメント利益 207 174 49 7 47 486 1 487 △316 171

　　　　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、当社グループが行う

広告制作業務（受託販売物件に関するものを除く）、受託販売事業及び教育事業等を含んでおりま

す。

　　　　　　　２．セグメント利益の調整額△316百万円には、セグメント間取引消去△51百万円及び各報告セグメント

に配分していない全社費用△264百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

　　　　　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 2019年１月１日　至 2019年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

         （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３ 流通

リフォー
ム

開発分譲 賃貸
不動産
取引派生

計

売上高           

外部顧客への売上高 926 1,341 1,625 84 100 4,078 122 4,201 - 4,201

セグメント間の内部売上

高又は振替高
91 23 - - - 114 0 114 △114 -

計 1,017 1,365 1,625 84 100 4,192 122 4,315 △114 4,201

セグメント利益又は損失

（△）
304 265 86 △2 58 712 21 733 △351 381

　　　　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、当社グループが行う

広告制作業務（受託販売物件に関するものを除く）、受託販売事業及び教育事業等を含んでおりま

す。

　　　　　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△351百万円には、セグメント間取引消去△15百万円及び各

報告セグメントに配分していない全社費用△336百万円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　　　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。
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３．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結累計期間より、従来「その他」に含めていた賃貸事業について、同じく「その他」に

含めていたシェアハウス事業と一体となった事業推進を行うため、「賃貸事業」として集約し独立して

記載しております。また、従来「受託販売事業」に含めていた一部仲介業務を「流通事業」に変更し、

受託販売事業は重要性の低下により「その他」に含めて記載しております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第３四半期連結累計期間の報告セグメント

の区分に基づき作成しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2018年１月１日
至　2018年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2019年１月１日
至　2019年９月30日）

（１）１株当たり四半期純利益 8円90銭 21円62銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 101 245

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
101 245

普通株式の期中平均株式数（千株） 11,343 11,344

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 8円87銭 21円61銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 45 5

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結

会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ウィル(E04068)

四半期報告書

14/16



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年11月８日

株式会社ウィル

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂本　　潤　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 池田　哲雄　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ウィル

の2019年１月１日から2019年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2019年７月１日から2019年９月30

日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年１月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ウィル及び連結子会社の2019年９月30日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社ウィル(E04068)

四半期報告書

16/16


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

